幼児から児童につながる造形活動（遊び）に関する考察Ⅱ―「絵遊び」とモダンテクニックによる子どもの育ちと保育系学生の表現能力と支援能力の育成について― by 若杉 雅夫































































































表現意欲と表現能力の育ちと心の育成に関しては、主に平成 13 年～平成 24 年の間、東海
付属第一幼稚園の絵画製作非常勤講師として携わった支援の実際から考察した。さらに、
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₁．絵を描くことが好きですか嫌いですか。どちらかを○で囲ってください。      
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*Nagoya Ryujo Junior College
A Study on Figurative Activities (Play) from Early Childhood 
to School Age II
Wakasugi, Masao*
キーワード：絵遊び，子どもの絵，モダンテクニック，上手・下手，自由な表現
　本稿は、幼児から小学校低学年の児童を対象として、絵を描くことに自信のな
い子ども、嫌いな子どもに対する造形活動の支援の在り方と、子どもが主体的に
表現活動に取り組むことができるように導く支援の在り方について、「絵遊び」
とモダンテクニックの表現遊びの活動の実践を通して考察した。その具体的考察
方法は、子どもの表現意欲と表現能力の育ちと心の育成に関しては、主に平成13
年～平成24年の間、東海付属第一幼稚園の絵画製作非常勤講師として携わった支
援の実際から導き出した。さらに、造形遊びを通した親と子のかかわりに関して
は、平成16年から10年間亘って実施した、子育て支援プログラム「遊びの森」（東
海学院大学短期大学部主催）の親子支援活動の実践をもとに検証した。また、学
生の絵画表現活動に対する意識の変化と支援能力の力量形成については、本稿で
取り上げた「表現遊び」の各々の実践例と、名古屋柳城短期大学保育科一年生の「表
現遊びの振り返り」を基に分析・検討した。また、本来あるべき子どもの絵に関
しても私見を述べた。

